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～法人会は良き経営者をめざすものの団体です～
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募集

法人番号で、わかる。つながる。ひろがる。
法人番号は、株式会社などの法人等に指定される13桁の番号で、個人番号（マイナンバー）とは異な
り、原則として公表されどなたでも自由に利用できます。

法人番号の表記にご協力ください。

法人会ホームページ

ヒロシマを伝えるモニュメント

爆心地中島地区（爆心地から100 ～ 700m）

※表紙の詳細は８Pをご覧ください。
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①自己紹介をお願いいたします。
　出身は、島根県の隠岐の島です。その中でも海
士町という小さな島の生まれですが、後鳥羽上皇
が配流された島でもあり、御火葬塚をはじめ上皇
ゆかりの史跡が数多く残っています。前任は、東
京国税不服審判所の部長審判官として、国税の不
服申立に関する事務を担当していました。署長職
は、岡山県の玉島税務署に続き２署目となります。
②「広島西」についての印象はいかがでしょうか？
　広島西署は、平成21年から２年間、個人課税部
門統括官として勤務したことがあり、約15年ぶり
の勤務となります。管内納税者数、税収ともに、
広島国税局管内50税務署の中でもトップクラスの
大規模署であり、署長として身の引き締まる思い
です。
③着任にあたってのお気持ちをお聞かせください。
　申告納税制度の下で、円滑な税務行政を実現し
ていくためには、納税者の皆様からの「信頼」が
最も重要であると考えています。引き続き、広島
西税務署が管内納税者の皆様から信頼される税務
署であり続けるため、全力で納税者サービスや調
査•徴収事務の充実に取り組んでいきたいと考えて
います。
④税務職員になったきっかけはなんでしょうか？
　進路指導などを通じて国の財政を支える税務の
職場に魅力を感じたからと言いたいところですが、
親戚が税務署に勤務していたため、親から勧めら
れたのがきっかけです。
　実のところ、税務大学校に入学するまで税務署
がどんな仕事をするのかもあまり知りませんでし
た。
⑤�仕事を行う上で、心がけていることは何でしょ

うか？
　これまで「カイゼンは巧遅より拙速」という言
葉を参考に、頭の中であれこれ考えてばかりいな

いで、先ずはやってみることを意識して色んなこ
とに取り組んできました。
　これからも様々な課題へ積極的に挑戦し、先ず
は行動する姿勢を持ち続けたいと思っています。
⑥�これまでの勤務で印象に残っていることは何で

すか？
　国税局に課税総括課が創設された時の勤務はと
ても大変で苦労した反面、非常に思い出深く、そ
の後の色んな仕事をしていく上での大きな糧に
なったと感じています。
　当時の国税局課税部には、個人課税課、資産課
税課、法人課税課などの様々な課室があったので
すが、課税部全体を取りまとめる課として、新た
に課税総括課が創設されました。その頃はまだ役
職のない実査官でしたが、国税局の２階の廊下を
走り回っていたことが昨日のことにように思い出
されます。既に20年以上前のことですが、当時の
メンバーが集まると昔話に花が咲きます。
⑦ご自身の趣味についてお聞かせください。
　若い頃は野球、テニス、スキーなどスポーツを
行うことが好きだったのですが、近年は専ら観戦
する方になり、その中でもプロ野球の試合は良く
観に行っています（ちなみに、山陰の出身ですので、
どこのファンかはご想像にお任せします。）。
⑧座右の銘、信条は何でしょうか？
　座右の銘というのは特にありませんが、先ほど
の「カイゼンは巧遅より拙速」という言葉は、機
会あるごとに意識するようにしています。
⑨�今後、法人会に期待することをお聞かせくださ

い。
　公益社団法人広島西法人会の皆様には、平素よ
り税務行政の円滑な運営につきまして、格別のご
理解とご協力を賜っており、厚くお礼申し上げま
す。
　国税庁の使命である「納税者の自発的な納税義
務の履行を適正かつ円滑に実現する」ためには、
法人会の皆様方をはじめとする関係民間団体の皆
様方のお力添えが不可欠だと考えています。
　引き続き、税務行政のDXに向けたe－Tax・
キャッシュレス納付の利用促進や、「税に関する絵
はがきコンクール」等を通じた租税教育の充実な
ど、地域社会のリーダーとして、税知識の普及や
納税道義の高揚を図るための啓発活動への熱心な
展開を期待しております。
　今後ともよろしくお願いいたします。

広島西税務署　新署長インタビュー

広島西税務署　署長
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部長審判官
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①自己紹介をお願いいたします。
　東京局から出向で参りました。出身は、今夏、
酷暑でなにかとニュースを騒がせた群馬県桐生市
です。前任は、東京国税局査察部査察総括第一課
課長補佐として、巨額かつ悪質な脱税犯の摘発に
尽力しておりました。
②「広島西」についての印象はいかがでしょうか。
　海なし県の生まれのせいか、海の近くで勤務す
ることができることに喜びを覚えております。そ
の反面、管轄に平和記念公園や原爆ドームなど、
後世に引き継がなければならない重要な遺産があ
り、大変身が引き締まる思いです。
③着任にあたってのお気持ちをお聞かせください。
　国税庁の行動規範として、「使命感を胸に挑戦す
る　税のプロフェッショナル」というものがあり
ますが、適正かつ公平な課税の実現に向け、新天
地においても、貴会をはじめとする皆様のご協力
のもと、様々な取り組みに挑戦していきたいと思
います。
④税務職員になったきっかけは何でしょうか？
　私が大学生時代を過ごした平成４～８年頃は、
バブル崩壊後の就職超氷河期と呼ばれた時期であ
り、民間への就職難から資格取得や公務員をめざ
したというのもありましたが、やはり、高校時代
に公開された映画「マルサの女」のイメージが強
く残っていたのだと思います。
⑤�仕事を行う上で、心掛けていることは何でしょ

うか？
　昭和24年の国税庁開庁式において、元GHQ内歳
入課長ハロルド・モス氏が行った挨拶に「正直者
には尊敬の的、悪徳者には畏怖の的」という言葉
がありました。大多数を占める正直で善良な納税
者が報われるべく、悪質な脱税者には毅然と立ち
向かうことを心がけています。

⑥�これまでの勤務で印象に残っていることは何で
すか？
　まだ若手の査察官だった時のことですが、当時
調査中の案件の関連で、多数の職員が緊急で動員
され、全国の事業所に臨場することになり、私は
現場チーフと２名で広島市内の事業所に臨場しま
した。これが私の広島での初仕事となりましたが、
東京から新幹線で４時間かけて来て、仕事は半日
ほどで終了し、また４時間かけて帰局する、正味
14時間、往復1,800kmの日帰り出張。今でも私の
日帰り出張の最遠記録となっています。
⑦ご自身の趣味についてお聞かせください。
　日帰り温泉巡りが好きで、休日にはよく方々へ
出かけておりました。今回、広島に赴任したこと
をきっかけに、東京からでは回れない様々なとこ
ろへ、日帰り温泉巡りも兼ねて行ってみたいと思
います。おすすめがありましたら、ぜひ教えてく
ださい。
⑧座右の銘、信条は何でしょうか？
　「おごるなよ。丸い月夜もただ一夜」が座右の銘
です。これは、平成４年の箱根駅伝で優勝した山
梨学院大学の当時の監督であった上田誠仁さんが
おっしゃられた言葉で、少しうまくいったからと
いって、今が最高だと思うと月も欠けていくもの
だという意味だそうです。
　現状に満足しないよう、少しでも楽をしようと
する自分への戒めとしております。
⑨今後、法人会に期待することお聞かせください。
　社会の変化に目を向けると、テクノロジーはど
んどん進化していますし、SDGsやダイバーシティ
への取り組みもますます重要になっています。刻々
と変化する社会情勢の下、企業の存続・発展を図
るべく、各種研修会やセミナーなどを通じて税の
知識や情報を提供し、また、経営者間の交流の場
としても貢献されている法人会の皆様には、これ
まで以上の活躍を期待しております。
　今後とも、税務行政の取り組み等へのご理解、
ご協力をいただきますよう、お願いいたします。
� （広報委員会　佐古　隆司）

広島西税務署　新副署長インタビュー

広島西税務署　副署長
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前　任　�東京国税局査察

部査察総括第一
課課長補佐
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新　任

○法人課税第一部門統括官

大
お お

野
の

　峰
み ね

代
よ

前　任　�徳山税務署法人課�
税第一部門�
統括国税調査官

日頃から税務行政に対しご理解とご協力をいただ
きありがとうございます。様々な活動を通して、
会員の皆様とより一層の協調関係を築いていきた
いと考えておりますので、よろしくお願いいたし
ます。

○法人課税第二部門統括官
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前　任　�尾道税務署法人課税第一部門�
総括上席調査官

○法人課税第四部門統括官
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前　任　�広島国税局調査査察部調査管理課�
連絡調整官

○法人課税第五部門統括官

渡
わた

邊
なべ

　信
のぶ

之
ゆき

前　任　�東京国税局調査第二部調査第四部門�
国税調査官

○法人課税第六部門統括官
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前　任　�尾道税務署法人課税第二部門統括国税�
調査官
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前　任　広島西税務署署長
転任先　米子税務署徴収部門上席国税徴収官

矢
や

口
ぐち

　恵
え

美
み

前　任　広島西税務署副署長
転任先　�関東信越国税局徴収部特別整理第三部門

統括国税徴収官
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前　任　広島西税務署法人課税第一部門統括官
転任先　�広島国税局総務部納税者支援調整官�

（松江派遣）
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前　任　広島西税務署法人課税第二部門統括官
転任先　�広島国税局課税第二部法人課税課�

連絡調整官
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前　任　広島西税務署法人課税第四部門統括官
退職
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前　任　広島西税務署法人課税第五部門統括官
転任先　�広島東税務署法人課税第三部門統括�

国税調査官
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前　任　広島西税務署法人課税第六部門統括官
転任先　広島国税局課税第二部法人課税課主査

私たちと一緒に社会貢献を出来る仲間をご紹介ください
９月から12月までは会員増強期間になります。

　会員企業のお知り合いの方で法人会にご加入されていない方がおられましたら、是非、支部役員、事務局まで
ご紹介ください。法人会は70年の歴史を持つ、約79万社が加入する経営者の団体です。税のオピニオンリーダー
として、税の活動を中心に企業の発展を支援しています。また、各種研修会、情報誌やセミナーなどを通じて、
企業経営に求められる知識、情報を提供しており、これらの研修をはじめ各事業に参加することで、様々な業種
の経営者と知り合い、事業展開のヒントを得るチャンスにもなります。

公益社団法人　広島西法人会
〒733-0007 広島市西区大宮１丁目27-4　TEL082-237-4720　FAX082-237-0908
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地域社会貢献活動地域社会貢献活動

法人番号 8240001016385
株式会社みどりホールディングス

広島市立大芝小学校から頂いた租税教室の感想文広島市立大芝小学校から頂いた租税教室の感想文

 日本の頭脳に科学の目を！

株式会社　猪 原 商 会
代表取締役　猪原　伸行

〒730-0051　広島市中区大手町３丁目６番１号
TEL：082-244-2703　FAX：082-244-2701

E-mail：info@inohara.co.jp
URL：http://www.inohara.co.jp

法人番号 8240001000934
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　去る９月５日、６日の両日に渡り、毎年恒例の
経営者・幹部のための一泊研修会が山口県長門市
で開催されました。この度は山口県長門市に本社
を構える安藤建設（株）の養殖場を見学しました。
安藤建設（株）は建設業の他にフグの陸上養殖・
畜産・農業・外食・介護を展開し「グリーンイン
フラ企業」を目指すその取り組みが注目されてい
ます。当日は常務取締役の安藤雄紀様にご講演い

第48回経営者・幹部のための一泊研修会第48回経営者・幹部のための一泊研修会
ただいた後、場所を移しフグの陸上養殖場を見学
しました。普段あまり見ることのないフグの養殖
場を興味をもって見学して頂きました。翌日は、
天候にも恵まれ遊覧船の乗船や、かまぼこ作り体
験にご参加頂きました。当会ではこのような会員
間の交流が図れる行事を企画しておりますので是
非ご参加下さい。

青年部会便り青年部会便り
　去る７月８日に定例会に併せて会員交流会が開
催されました。今年は役員改選が行われ、青年部
会の役員等の入替がありました。そこで、会員の

皆様に対し役員や委員会活動そして同好会の紹介
を行い、青年部会の活動内容の周知と会員相互の
交流を深めて頂きました。

高藤部会長 宮野鼻委員長 柴崎同好会会長

　法人会では例年９月から12月を会員増強期間と
しておりますが、それに先立ち各支部で会員増強
の依頼を兼ねての支部研修会を開催致しました。
当年度は、会員増強に力を入れておりますので皆

支部研修会の開催支部研修会の開催
様のご近所に法人会にご入会頂いていない企業様
がありましたら、是非お誘い頂ければと思います。
その際は、事務局までご連絡ください。

会員増強の依頼をする杉川委員長

養殖場 養殖場集合写真 遊覧船 かまぼこ作り体験



7令和７年10月１日発行　第289号（通巻337号）

第26回「わが町の小学校」
～広島市立舟入小学校～

住　　所：広島市中区舟入南二丁目9－48　　　　　　　　　　　　　　　校　　章：

児 童 数：600名（令和７年３月１日現在）

校 長 名：上田　修

教育目標：夢や志をもち、共に未来を切り拓く舟入っ子の育成

　本校は、太田川により形成された三角州平野の南
端に位置しており、東に本川、西に天満川が流れ、
長方形をした学区である。校舎屋上からは、南に固
有種エバヤマザクラで知られる江波山や皿山、さら
には瀬戸内海に浮かぶ安芸の小富士（似島）を臨む
ことができる。昭和10年11月25日に広島市立舟入
尋常小学校として設立され、令和７年度で開校90周
年を迎える。
　学区の中央を南北に市内電車・市内バスが走り、
交通量も多い。電車通り沿いには会社や商店が連
なっているが、一本裏通りに入ると閑静な住宅街と

なっている。また、広島市立舟入高等学校・広島県
立商業高等学校・広島市立江波中学校などがある文
教地区である。
　地域諸団体・PTAとも学校教育に深い理解があ
り、惜しみない支援・協力を頂いている。総合的な
学習の時間や生活科の学習でも、多くの地域の方に
ゲストティーチャーとして来校してもらっている。
舟入体育協会が中心となり、社会体育の活動が大変
盛んな地域である。
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舟入小学校の外観
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ヒロシマを伝えるモニュメント

　今年は、昭和100年、終戦後80年の節目の年です。長い日本の歴史の中で、わずか80年前の出来事でしたが、

すでに被爆１世の方々が数少なくなられ、被爆の実相を聞く機会も少なくなっています。広島西法人会は、広

島の市民が人類始まって以来初めての、辛く厳しい体験を強いられたこの出来事を風化させてはいけないと思

います。そのために私たちができる小さな取組として、市内に設置されている被爆直後の映像を掲げたモニュ

メントを皆さんに再度認識を新たにしていただけるよう、令和７年度の４回の広報誌の表紙に取り上げること

と致しました。

 【爆心地】 

　テニアン島から飛来した米軍機B-29は「エノラ・
ゲイ号」によって人類史上最初に使用された原子爆弾
は、この上空約600メートルでさく裂しました。爆心
直下となったこの一帯は、約3,000度～ 4,000度の熱
線と爆風や放射線を受け、ほとんどの人びとが瞬時に
その生命を奪われました。時に1945（昭和20年）８
月６日午前８時15分のことでした。

 【中島地区　爆心地から100 ～ 700m】 

　中島地区（現在の平和記念公園一帯）は、幕末から
明治・大正・昭和にかけて市内有数の繁華街としてに
ぎわっていました。1945（昭和20年）８月６日、爆
心地から至近距離にあったこの地区は、全滅状態とな
りました。この日は、多数の学徒と地域や職場から動
員された人々が現在の平和大通り周辺で、建物の疎開
作業のため動員されていました。顔の判別もつかぬほ
ど焼けただれ、水を求めて川岸に集まった生徒たちは、
全員死亡しました。

法人番号 9240001046233

黒鉛製品、鋳造用副資材、総合機械商社

西村黒鉛 株式会社 広島支店

専務取締役　真部　　哲

広島市中区江波西１丁目26番25号
TEL：082-231-2045　FAX：082-292-7628
https://www.nishimura-graphite.co.jp/

法人番号 6120001057476　

戦後80年を迎え、街の中に掲示されている、被爆直後のその足跡を訪ねました戦後80年を迎え、街の中に掲示されている、被爆直後のその足跡を訪ねました
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１．会社の沿革
創業　昭和37年６月　野村運送
改組　昭和37年11月　広産運送㈲
　　　　　　代表取締役　野村博之就任
改組　平成元年12月　広産株式会社の社名変更
平成25年　野村充良　代表取締役社長就任
令和４年６月　�商工会議所より創立60周年表彰を

受ける
令和４年９月　箱部門の分社化に伴い
　　　　　　　（有）Kosanロジネット設立
令和４年10月　�野村充良の死去に伴い羽根朋代�

（旧姓野村）代表取締役就任
２．取扱い商品と業務内容
　昭和38年にスクラップ前のリヤカー２台から始め
た運送業も、令和６年６月に62周年を迎える事が出
来ました。経営理念にあるように、未来ある子供達
に大きな夢と希望を与え、社員が繋いだこの会社を
次世代にも受け継ぎ100年企業を目指すため、社員

一丸となって確実に一歩一歩進んで参ります。『運
送の事は広産に任せているので安心です。』と言っ
て頂ける広島でキラッと輝く運送会社になろう！！
３．自社の強み
　平ボディをメインとする自車は北海道から沖縄ま
で依頼に応じてお客様の大切な荷物を安心安全にお
運びします。取扱業では７人の配車が素晴らしい頭
脳プレーで広産ネットワークを確立し売上を上げる
為に日々笑顔で仕事をしております。
　基本に忠実に良質な輸送サービスを全国に御提供
致します。
４�．私の趣味　山歩き・始めたばかりのゴルフが楽
しい。

５．法人会に一言
　人と話す事が天性と言われるほど人との出会いを
大切にしているので法人会を通し又新たな出会いを
して行きたいと思います。

我が社のＰＲ！我が社のＰＲ！vol.68

１．会社の沿革
昭和４年	 父が江田島にて魚店創業
昭和15年	 栗川商店　創業
	 仕出し業開始
昭和27年	 有限会社栗川商店　設立
	 長屋の一部にて仕出し・料理店開業
	 木造社屋新築
昭和60年	 現鉄筋社屋落成
２．取扱い商品と業務内容
　冠婚葬祭・宴会・仕出しを中心に、完全個室での
ご宴会は最大90名様まで対応可能。マイクロバスに
よる無料送迎やカラオケ無料サービスも備え、地域
の集いの場としてご利用いただいております。歓送
迎会・総会・懇親会等に是非ご利用下さい。
　また、凍眠・スチームコンベクション・ブラスト
チラーの導入により、品質・味を保ったまま作業時
間の効率化。自動販売機設置や通信販売による、新
商品の開発等、繋いできた伝統と味を守りつつも新

しい取り組みを進めるべく奮闘して
います。
３．自社の強み
　最大の強みは、勤続10 ～ 40年
のベテラン従業員による確かな技術
と、心のこもったおもてなしです。お客様一人ひと
りのご要望に柔軟かつ細やかに対応することも、多
くのお客様に喜ばれている理由の一つです。特別な
日も日常のひとときも大切に彩ります。さらに「安
心」「安全」「美味しさ」「信頼」を経営の柱に据え、
地域に愛され続ける料亭を目指しています。
４．私の趣味
　ゴルフ・三味線
５．法人会に一言
　広島西法人会の皆さまには、日頃より貴重な学び
とご縁をいただき、心より感謝申し上げます。これ
からも地域文化の発信と交流の場づくりに努め、法
人会の仲間として共に歩んでまいりたいと存じます。

法人番号 4240001003255

会 社 名 広産株式会社

代 表 者 代表取締役　羽根朋代

住 所 広島市西区草津港２丁目６－31

事業内容 一般貨物運送業・運送取扱業・
倉庫業・物品販売業　他

次回予告：１月号は、本川支部・観音支部の会員企業がご登場の予定です。

法人番号 4240002005168

会 社 名 有限会社栗川商店（料亭　久里川）

代 表 者 栗川　茂

住 所 広島市中区千田町３－２－３

事業内容 冠婚葬祭・日本料理・宴会・仕出し 代表者　栗川　茂氏

代表　羽根朋代氏
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インターネットセミナー　セミナーオンデマンド
★　７月分　月間視聴ランキングBEST２　★

二
〇
二
五
年
七
月
の
再
生
回
数
を
集
計

広島西法人
会のホーム

ページ
広島西法人

会のホーム
ページ

からご視聴く
ださい。

からご視聴く
ださい。再生数　9205回 再生数　8897回
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　本年も全法連（全国法人会総連合）では広報

用ポスターを作成致します。広島西法人会では

会員企業の連帯意識の醸成や会の活動広報のた

め、11／11～ 11／17の『税を考える週間』を

含む11月の１か月間、会員企業の皆様には、店

頭或いは事務所内外にこのポスターの掲示をお

願い致します。ご協力いただけます会員の方は、

別紙にてお申込み下さい。ご指定のサイズのポ

スターをお送りいたします。（ポスターは無料

です。）

○ポスターサイズ
　Ｂ１版（１０３０ｍｍ×７２８ｍｍ）
　Ｂ２版（　７２８ｍｍ×５１５ｍｍ）
　Ｂ３版（　５１５ｍｍ×３６４ｍｍ）

広島総合支社 〒730-0017 広島県広島市中区鉄砲町７番18号
　　　　　　　　　　　　　東芝フコク生命ビル５階

AFアツ課-2024-0543-2508016　12月26日

全法連作成　法人会ポスター掲示のお願い


